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地方創生の政府基本方針案では、都市
部の高齢者の地方移住推進が盛り込ま
れた一方で、この病床削減を迫ること
については「都会の論理に地方は反
発」と新聞紙上で批判がありました。
　また、これから話題となる総合診療
科を含めた新専門医制度や医療事故
調査制度は、いずれも第三者機関や支
援団体の在り方が注目され、良質・公
平・公正で透明性の高い制度作りが要
求されます。

　先日、第65回日本病院学会が軽井沢
で開催され、当院職員と参加してきまし
た。テーマは「日本における医療改革
のあるべき姿～地域で治し・支える新
しい医療～」で、シンポジウムは「これ
からのまちづくりは医療中心に！！～土
建国家から保健国家へ～」が話題とな
りました。その内容からは病院医療の
質向上や組織運営に対する医療人の
意気込みが感じられ、有意義な交流体
験をしました。職員には、今年の病院ス
ローガン「コミュニケーションと継承」
を問いかけながら、「アレコレやりた
い」のもいいが、「今やってできる」コト
は何なのか自ら発見し、実践して「モノ
にする」ことを期待しています。
　
　松山市民病院は基本方針の中で「地
域のニーズに応える誠実な医療」を第
一に謳っています。高度急性期・急性期
医療では専門各診療科の質向上と
チーム医療を推進し、亜急性期・回復
期医療では地域包括ケア病棟や地域
連携室、訪問看護課を活用し、福祉・介
護をも包括・統合的に捉えた医療が提
供できる急性期病院でありたいと考え
ています。
　今後ともご交誼のほどよろしくお願
いし、近況報告とさせていただきます。

　例年より長い梅雨が続き、ここ松山
医療圏はこののち盛夏を迎えます。地
域の医療機関や関係各位の皆様には、
松山市民病院との連携・交流をいただ
き大変ありがとうございます。

　7月に入り、新南(S)病棟の第二期工
事(西側3分の1)は完成し、許可病床
(432床）の本格的な稼動が可能となり、
療養環境が整備されました。さらに北
(Ｎ)棟の外来および救急関連部門の改
修へと続いていきます。1階フロアに画
像センターがまとめられ、北口にはコ
ンビニ売店もオープンし、各科の外来
受付や待合の雰囲気が良くなってきた
と感じられます。案内係も増員し、外来
検査や診察の患者さんの動線がス
ムースになるよう努めています。
　
　最近の国内経済や社会の動きでは、
アベノミクス後の円安・株高、輸出産業
の活況、増税後の消費低迷や物価上
昇、原油安、外国人観光客の増加など
のほか、日本列島は火山活動が強まり
自然災害に対する不安も聞かれていま
す。
　医療界では、地域医療構想(ビジョ
ン)と地域包括ケアシステムの理論が先
行しています。地域の医療機能別の
ニーズに基づく医療提供体制の構築
や、在宅医療・総合診療と介護を繋げる
包括ケアシステム推進への方向性は、
政府の社会保障費抑制政策の一環と
見て取れます。医療提供側と行政、地域
／市民の共通の理解と相互の信頼、協
同が不可欠といわれていますが、最前
線の現場は如何なる対応になるでしょ
うか。
　2025年へ向けての病床削減幅は、人
口比ベッド数の多い西日本では20～
30％以上を政府の目標としています。

新南（S）病棟グランドオープン
　  ～二期工事完成と近況報告～
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